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福島第一原子力発電所で発生する多様な廃棄物の固化技術の開発を進めている。本発表では SPSや HIPを用

いて作成したハイブリッド固化試料について、含有元素の化学状態や局所構造について放射光 XAFS 法で検

討した結果を報告する。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の事故では、汚染水処理で発生した 2 次廃棄物の安定固化や廃棄体化が課題となっ

ている。本研究では、固化が難しく長半減期で低収着性のため長期の被ばく線量を支配するヨウ素と、潜在

的有害度が高く、長期的な発熱源かつα核種であるマイナーアクチノイドに着目し、種々の方法で固化した

一次固化体を金属材料やセラミック材料などのマトリクス材料中に内包させ、放電プラズマ焼結法（SPS）や

熱間等方圧加圧法（HIP）等で固定化する新しい固化技術の開発を検討している。本発表では、これらの方法

で固化処理した試料について、含有元素の化学状態や局所構造を放射光 XAFS法で検討した結果を報告する。 

2. 実験 

 測定試料の作成に関しては前講演の通りであ

る。実験は SPring-8 の JAEA 専用ビームライン

BL22XUにて QXAFSシステムを用い、透過法また

は蛍光法にて測定した。各元素の K 吸収端または

L3吸収端の EXAFS領域を測定した。 

3. 結果と結論 

図１に AgI を種々のマトリクス材料と混合して

SPS により固化した試料の XANES スペクトルを

示した。この結果から、用いるマトリクス材料の種

類によって固化元素の化学状態が異なることが分

かる。本講演では、これらをはじめとする種々の方法で作成した固化試料中の含有元素の化学状態について

議論するとともに、マイクロ XAFSによる顕微観察の結果についても報告する予定である。 
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図１．AgIを種々のマトリクス材料と SPS固化し
た試料の Ag（左）及び I（右）-K吸収端の XANES
スペクトル 
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